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(57)【要約】
【課題】Ｔ-ＡＤＳ機能及びＩＳＲを同時に動作させる
ことを可能にしつつ、ＳＣＣ-ＡＳが正しく着信ドメイ
ンを選択する。
【解決手段】本発明に係る移動通信方法は、ＳＣＣ-Ａ
Ｓが、ＵＥ宛ての「Ｉｎｖｉｔｅ」を受信した場合に、
ＨＳＳに対して、問い合わせ信号を送信する工程Ａと、
ＨＳＳが、呼び出し要求信号を送信する工程Ｂと、ＨＳ
Ｓが、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ及びＥ-ＵＴＲＡＮの少な
くとも一方における呼び出し結果を含む呼び出し結果通
知信号に応じて、ＵＥの在圏ＲＡＴを判定する工程Ｃと
、ＨＳＳが、ＳＣＣ-ＡＳ/Ｓ-ＣＳＣＦに対して、ＵＥ
の在圏ＲＡＴに係る情報を含むＵＥの在圏情報を送信す
る工程Ｄと、ＳＣＣ-ＡＳ/Ｓ-ＣＳＣＦが、ＵＥの在圏
情報に基づいて選択した着信方式によって、ＵＴＲＡＮ
/ＧＥＲＡＮ或いはＥ-ＵＴＲＡＮに対して、ＵＥ宛ての
「Ｉｎｖｉｔｅ」を転送する工程Ｅとを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１通信方式の無線アクセスネットワーク及び第２通信方式の無線アクセスネットワー
クを具備する移動通信システムにおける移動通信方法であって、
　所定サーバが、移動局宛ての音声通信用着信信号を受信した場合に、加入者管理サーバ
に対して、該移動局の在圏情報を問い合わせるための問い合わせ信号を送信する工程Ａと
、
　前記加入者管理サーバが、前記第１通信方式の無線アクセスネットワーク及び前記第２
通信方式の無線アクセスネットワークの少なくとも一方において呼び出し信号を送信する
ように要求するための呼び出し要求信号を送信する工程Ｂと、
　前記加入者管理サーバが、前記第１通信方式の無線アクセスネットワーク及び前記第２
通信方式の無線アクセスネットワークにおける呼び出し結果を含む呼び出し結果通知信号
に応じて、前記移動局が在圏する無線アクセスネットワークを判定する工程Ｃと、
　前記加入者管理サーバが、前記所定サーバに対して、前記移動局が在圏する無線アクセ
スネットワークに係る情報を含む該移動局の在圏情報を送信する工程Ｄと、
　前記所定サーバが、前記移動局の在圏情報に基づいて選択した着信方式によって、前記
第１通信方式の無線アクセスネットワーク或いは前記第２通信方式の無線アクセスネット
ワークに対して、前記移動局宛ての音声通信用着信信号を転送する工程Ｅとを有すること
を特徴とする移動通信方法。
【請求項２】
　前記第１通信方式は、回線交換通信及びパケット交換通信に対応しており、前記第２通
信方式は、パケット交換通信のみに対応しており、
　前記工程Ｂにおいて、前記加入者管理サーバは、前記第１通信方式のパケット交換機及
び前記第２通信方式の移動管理ノードに対して、前記呼び出し要求信号を送信することを
特徴とする請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項３】
　前記第１通信方式は、回線交換通信及びパケット交換通信に対応しており、前記第２通
信方式は、パケット交換通信のみに対応しており、
　前記工程Ｂにおいて、前記加入者管理サーバは、前記第１通信方式の回線交換機及び前
記第２通信方式の移動管理ノードに対して、前記呼び出し要求信号を送信することを特徴
とする請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項４】
　前記第１通信方式は、回線交換通信及びパケット交換通信に対応しており、前記第２通
信方式は、パケット交換通信のみに対応しており、
　前記移動通信システムでは、前記第２通信方式の無線アクセスネットワークにおいて待
ち受けを行っている前記移動局が、前記第１通信方式の無線アクセスネットワークにおけ
る回線交換サービスを利用して音声通信を開始することができ、
　前記工程Ｂにおいて、前記加入者管理サーバは、前記第１通信方式の回線交換機のみに
対して、前記呼び出し要求信号を送信することを特徴とする請求項１に記載の移動通信方
法。
【請求項５】
　前記第１通信方式の回線交換機が、前記第２通信方式の移動管理ノードに対して、所定
着信であることを示す情報を含む前記呼び出し要求信号を送信する工程と、
　前記第２通信方式の移動管理ノードが、前記所定着信であることを示す情報を含む呼び
出し信号を送信する工程と、
　前記移動局が、前記呼び出し信号に前記所定着信であることを示す情報が含まれている
場合、前記第１通信方式の無線アクセスネットワークにおける回線交換サービスを利用し
た音声通信を行わない工程とを有することを特徴とする請求項４に記載の移動通信方法。
【請求項６】
　前記呼び出し結果通知信号は、前記移動局の在圏セルを特定するための情報を含むこと
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を特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載の移動通信方法。
【請求項７】
　第１通信方式の無線アクセスネットワーク及び第２通信方式の無線アクセスネットワー
クを具備する移動通信システムで用いられる加入者管理サーバであって、
　所定サーバから受信した問い合わせ信号に応じて、前記第１通信方式の無線アクセスネ
ットワーク及び前記第２通信方式の無線アクセスネットワークの少なくとも一方において
呼び出し信号を送信するように要求するための呼び出し要求信号を送信するように構成さ
れている呼び出し要求信号送信部と、
　前記第１通信方式の無線アクセスネットワーク及び前記第２通信方式の無線アクセスネ
ットワークにおける呼び出し結果を含む呼び出し結果通知信号に応じて、前記所定サーバ
に対して、前記移動局が在圏する無線アクセスネットワークに係る情報を含む該移動局の
在圏情報を送信するように構成されている応答信号送信部とを具備することを特徴とする
加入者管理サーバ。
【請求項８】
　前記第１通信方式は、回線交換通信及びパケット交換通信に対応しており、前記第２通
信方式は、パケット交換通信のみに対応しており、
　前記呼び出し要求信号送信部は、前記第１通信方式のパケット交換機及び前記第２通信
方式の移動管理ノードに対して、前記呼び出し要求信号を送信するように構成されている
ことを特徴とする請求項７に記載の加入者管理サーバ。
【請求項９】
　前記第１通信方式は、回線交換通信及びパケット交換通信に対応しており、前記第２通
信方式は、パケット交換通信のみに対応しており、
　前記呼び出し要求信号送信部は、前記第１通信方式の回線交換機及び前記第２通信方式
の移動管理ノードに対して、前記呼び出し要求信号を送信するように構成されていること
を特徴とする請求項７に記載の加入者管理サーバ。
【請求項１０】
　前記第１通信方式は、回線交換通信及びパケット交換通信に対応しており、前記第２通
信方式は、パケット交換通信のみに対応しており、
　前記移動通信システムでは、前記第２通信方式の無線アクセスネットワークにおいて待
ち受けを行っている前記移動局が、前記第１通信方式の無線アクセスネットワークにおけ
る回線交換サービスを利用して音声通信を開始することができ、
　前記呼び出し要求信号送信部は、前記第１通信方式の回線交換機のみに対して、前記呼
び出し要求信号を送信するように構成されていることを特徴とする請求項７に記載の加入
者管理サーバ。
【請求項１１】
　前記呼び出し結果通知信号は、前記移動局の在圏セルを特定するための情報を含むこと
を特徴とする請求項７乃至１０のいずれか一項に記載の加入者管理サーバ。
【請求項１２】
　第１通信方式の無線アクセスネットワーク及び第２通信方式の無線アクセスネットワー
クを具備する移動通信システムで用いられるサーバであって、
　移動局宛ての音声通信用着信信号を受信した場合に、加入者管理サーバに対して、該移
動局の在圏情報を問い合わせるための問い合わせ信号を送信するように構成されている問
い合わせ信号送信部と、
　前記加入者管理サーバから、前記移動局が在圏する無線アクセスネットワークに係る情
報を含む該移動局の在圏情報を受信するように構成されている応答信号受信部と、
　前記移動局の在圏情報に基づいて選択した着信方式によって、前記第１通信方式の無線
アクセスネットワーク或いは前記第２通信方式の無線アクセスネットワークに対して、前
記移動局宛ての音声通信用着信信号を転送するように構成されている着信信号送信部とを
具備することを特徴とするサーバ。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信方法、加入者管理サーバ及びサーバに関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰのＴＳ２３.２９２において、音声呼の着信時に、ＰＳ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｗ
ｉｔｃｈ、パケット交換）ドメインに着信させて「ＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉ
Ｐ）サービスを提供すべきか、或いは、ＣＳ（Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｓｗｉｔｃｈ、回線交換
）ドメインに着信させるべきかについて判断する「Ｔ-ＡＤＳ（Ｔｅｒｍｉｎａｔｉｎｇ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｄｏｍａｉｎ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）」機能が規定されている。
【０００３】
　図６を参照して、かかるＴ-ＡＤＳ機能を用いた場合における音声呼の着信時の処理に
ついて説明する。
【０００４】
　図６に示すように、ＳＣＣ-ＡＳ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｅｎｔｒａｌｉｚａｔｉｏｎ　
ａｎｄ　Ｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙ-Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｅｒ）が、ステップ
Ｓ２００１において、Ｓ-ＣＳＣＦ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｃａｌｌ　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）を介して、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、移動
局）宛ての音声通信用着信信号である「Ｉｎｖｉｔｅ」を受信した場合、ステップ２００
２において、ＨＳＳ（Ｈｏｍｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ、加入者管理サー
バ）に対して、ＵＥが最後にアクセスしたＲＡＴ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｃｈ
ｎｏｌｏｇｙ、無線アクセスネットワーク）について問い合わせるための問い合わせ信号
を送信する。
【０００５】
　ステップＳ２００３において、ＨＳＳは、ＳＧＳＮ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ　Ｓｕ
ｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ、パケット交換機）/ＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍ
ｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ、移動管理ノード）に対して、ＵＥからの最後のアクセス時刻を問
い合わせるためのアクセス時刻問い合わせ信号を送信する。
【０００６】
　ステップＳ２００４において、ＳＧＳＮ/ＭＭＥは、ＨＳＳに対して、ＵＥからの最後
のアクセス時刻を通知するためのアクセス時刻通知信号を送信する。
【０００７】
　ＨＳＳは、ステップＳ２００５において、ＳＧＳＮ/ＭＭＥにおけるＵＥによる最後の
アクセス時刻に基づいて、ＵＥが最後にアクセスしたＲＡＴ、すなわち、ＵＥの在圏ＲＡ
Ｔを特定し、ステップＳ２００６において、ＳＣＣ-ＡＳに対して、かかるＵＥの在圏Ｒ
ＡＴに係る情報を含む応答信号を送信する。
【０００８】
　ＳＣＣ-ＡＳは、ステップＳ２００７において、ＵＥの在圏ＲＡＴに係る情報に基づい
て、着信方式を選択し、ステップＳ２００８において、Ｓ-ＣＳＣＦに対して、かかる着
信方式によって、ＵＴＲＡＮ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉ
ｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）/ＧＥＲＡＮ（ＧＳＭ　ＥＤＧＥ　Ｒａｄｉｏ　Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）或いはＥ-ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓ
ａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）にＵＥ宛
ての「Ｉｎｖｉｔｅ」を転送するように指示する。
【０００９】
　Ｓ-ＣＳＣＦは、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮに転送するように指示された場合、ステップＳ
２００９において、ＭＧＣＦ（Ｍｅｄｉａ　Ｇａｔｅｗａｙ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｕｎｃ
ｔｉｏｎ）及びＭＳＣ（Ｍｏｂｉｌｅ-ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｃｅｎｔ
ｅｒ、回線交換機）を介して、ＵＥに対して、「ＩＡＭ」を送信する。
【００１０】
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　一方、Ｓ-ＣＳＣＦは、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮに転送するように指示された場合、ステ
ップＳ２００９において、Ｐ-ＣＳＣＦ（Ｐｒｏｘｙ　Ｃａｌｌ　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）及びＳ/Ｐ-ＧＷ（Ｓｅｒｖｉｎｇ/ＰＤＮ-Ｇａｔｅｗａ
ｙ、ゲートウェイ装置）を介して、ＵＥに対して、「Ｉｎｖｉｔｅ」を送信する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１１】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ２３.２９２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、かかるＴ-ＡＤＳ機能では、ＳＣＣ-ＡＳが、ＨＳＳから、上述の応答信
号を受信した後に、ＵＥの在圏ＲＡＴが変更になった場合には、ＳＣＣ-ＡＳは、正しく
着信ドメインを選択することができず、着信遅延や着信失敗等が発生するという問題点が
あった。
【００１３】
　また、かかるＴ-ＡＤＳ機能では、ＳＣＣ-ＡＳは、正しく着信ドメインを選択すること
ができない場合には、どのような動作を行うべきであるかについて既定されていないとい
う問題点があった。
【００１４】
　さらに、かかるＴ-ＡＤＳ機能では、ＵＥの在圏ＲＡＴの変更時における位置登録信号
を削減するための手順である「ＩＳＲ（Ｉｄｌｅ　Ｍｏｄｅ　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｒｅ
ｄｕｃｔｉｏｎ）」を動作させることができないため、位置登録信号が増加してしまうと
いう問題点があった。
【００１５】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、Ｔ-ＡＤＳ機能及びＩＳ
Ｒを同時に動作させることを可能にしつつ、ＳＣＣ-ＡＳが正しく着信ドメインを選択す
ることができる移動通信方法、加入者管理サーバ及びサーバを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の第１の特徴は、第１通信方式の無線アクセスネットワーク及び第２通信方式の
無線アクセスネットワークを具備する移動通信システムにおける移動通信方法であって、
所定サーバが、移動局宛ての音声通信用着信信号を受信した場合に、加入者管理サーバに
対して、該移動局の在圏情報を問い合わせるための問い合わせ信号を送信する工程Ａと、
前記加入者管理サーバが、前記第１通信方式の無線アクセスネットワーク及び前記第２通
信方式の無線アクセスネットワークの少なくとも一方において呼び出し信号を送信するよ
うに要求するための呼び出し要求信号を送信する工程Ｂと、前記加入者管理サーバが、前
記第１通信方式の無線アクセスネットワーク及び前記第２通信方式の無線アクセスネット
ワークにおける呼び出し結果を含む呼び出し結果通知信号に応じて、前記移動局が在圏す
る無線アクセスネットワークを判定する工程Ｃと、前記加入者管理サーバが、前記所定サ
ーバに対して、前記移動局が在圏する無線アクセスネットワークに係る情報を含む該移動
局の在圏情報を送信する工程Ｄと、前記所定サーバが、前記移動局の在圏情報に基づいて
選択した着信方式によって、前記第１通信方式の無線アクセスネットワーク或いは前記第
２通信方式の無線アクセスネットワークに対して、前記移動局宛ての音声通信用着信信号
を転送する工程Ｅとを有することを要旨とする。
【００１７】
　本発明の第２の特徴は、第１通信方式の無線アクセスネットワーク及び第２通信方式の
無線アクセスネットワークを具備する移動通信システムで用いられる加入者管理サーバで
あって、所定サーバから受信した問い合わせ信号に応じて、前記第１通信方式の無線アク
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セスネットワーク及び前記第２通信方式の無線アクセスネットワークの少なくとも一方に
おいて呼び出し信号を送信するように要求するための呼び出し要求信号を送信するように
構成されている呼び出し要求信号送信部と、前記第１通信方式の無線アクセスネットワー
ク及び前記第２通信方式の無線アクセスネットワークにおける呼び出し結果を含む呼び出
し結果通知信号に応じて、前記所定サーバに対して、前記移動局が在圏する無線アクセス
ネットワークに係る情報を含む該移動局の在圏情報を送信するように構成されている応答
信号送信部とを具備することを要旨とする。
【００１８】
　本発明の第３の特徴は、第１通信方式の無線アクセスネットワーク及び第２通信方式の
無線アクセスネットワークを具備する移動通信システムで用いられるサーバであって、移
動局宛ての音声通信用着信信号を受信した場合に、加入者管理サーバに対して、該移動局
の在圏情報を問い合わせるための問い合わせ信号を送信するように構成されている問い合
わせ信号送信部と、前記加入者管理サーバから、前記移動局が在圏する無線アクセスネッ
トワークに係る情報を含む該移動局の在圏情報を受信するように構成されている応答信号
受信部と、前記移動局の在圏情報に基づいて選択した着信方式によって、前記第１通信方
式の無線アクセスネットワーク或いは前記第２通信方式の無線アクセスネットワークに対
して、前記移動局宛ての音声通信用着信信号を転送するように構成されている着信信号送
信部とを具備することを要旨とする。
【発明の効果】
【００１９】
　以上説明したように、本発明によれば、Ｔ-ＡＤＳ機能及びＩＳＲを同時に動作させる
ことを可能にしつつ、ＳＣＣ-ＡＳが正しく着信ドメインを選択することができる移動通
信方法、加入者管理サーバ及びサーバを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成及び動作について説
明するための図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係るＳＣＣ-ＡＳの機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係るＨＳＳの機能ブロック図である。
【図４】本発明の変更例１に係る移動通信システムの動作について説明するための図であ
る。
【図５】本発明の変更例１に係るＨＳＳの動作を示すフローチャートである。
【図６】従来の移動通信システムの全体構成及び動作について説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システム）
　図１乃至図３を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムについて説
明する。
【００２２】
　図１に示すように、本実施形態に係る移動通信システムは、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ及
びＥ-ＵＴＲＡを具備している。なお、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮには、ＲＮＣ（Ｒａｄｉｏ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）及びＮｏｄｅＢが設けられており、Ｅ-ＵＴ
ＲＡＮには、ｅＮＢが設けられている。
【００２３】
　また、本実施形態に係る移動通信システムは、ＨＳＳや、ＳＧＳＮや、ＭＳＣや、ＭＭ
Ｅや、Ｓ/Ｐ-ＧＷや、ＳＣＣ-ＡＳや、Ｓ-ＣＳＣＦや、ＭＧＣＦや、Ｐ-ＣＳＣＦ等を具
備している。
【００２４】
　ここで、ＳＣＣ-ＡＳとＳ-ＣＳＣＦとＰ-ＣＳＣＦとＳ/Ｐ-ＧＷとの間の経路上では、
Ｕ-ｐｌａｎｅデータ（ユーザデータ）についてのみ転送することができ、Ｃ-ｐｌａｎｅ
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データ（制御信号）については転送することができない。
【００２５】
　すなわち、ＳＣＣ-ＡＳは、かかる経路を介して、Ｓ/Ｐ-ＧＷに対して、ＵＥ宛ての「
Ｉｎｖｉｔｅ（音声通信用着信信号）」等のＵ-ｐｌａｎｅデータについて転送すること
ができるが、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ及びＥ-ＵＴＲＡＮにおいて呼び出し信号（ページン
グ信号）を送信するように要求するための呼び出し要求信号等のＣ-ｐｌａｎｅデータに
ついては転送することができない。
【００２６】
　図２に示すように、ＳＣＣ-ＡＳは、Ｉｎｖｉｔｅ受信部１１と、問い合わせ信号送信
部１２と、応答信号受信部１３と、選択部１４と、Ｉｎｖｉｔｅ送信部１５とを具備して
いる。
【００２７】
　Ｉｎｖｉｔｅ受信部１１は、Ｓ-ＣＳＣＦを介して、発信端末から送信されたＵＥ宛て
の「Ｉｎｖｉｔｅ（音声通信用着信信号）」を受信するように構成されている。
【００２８】
　問い合わせ信号送信部１２は、Ｉｎｖｉｔｅ受信部１１によってＵＥ宛ての「Ｉｎｖｉ
ｔｅ」が受信された場合に、ＨＳＳに対して、ＵＥの在圏情報を問い合わせるための問い
合わせ信号を送信するように構成されている。
【００２９】
　応答信号受信部１３は、ＨＳＳから、ＵＥの在圏情報を含む応答信号を受信するように
構成されている。ここで、ＵＥの在圏情報には、ＵＥが在圏する無線アクセスネットワー
ク（ＵＥの在圏ＲＡＴ）に係る情報が含まれている。
【００３０】
　選択部１４は、応答信号受信部１３によって受信された応答信号に含まれるＵＥの在圏
ＲＡＴに係る情報に基づいて、ＵＥ宛ての「Ｉｎｖｉｔｅ」の着信方式を選択するように
構成されている。
【００３１】
　Ｉｎｖｉｔｅ送信部１５は、選択部１４によって選択された着信方式によって、Ｓ-Ｃ
ＳＣＦを介して、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ或いはＥ-ＵＴＲＡＮに対して、ＵＥ宛ての「Ｉ
ｎｖｉｔｅ」を転送するように構成されている。
【００３２】
　図３に示すように、ＨＳＳは、問い合わせ信号受信部２１と、呼び出し要求信号送信部
２２と、呼び出し結果通知信号受信部２３と、応答信号送信部２４とを具備している。
【００３３】
　問い合わせ信号受信部２１は、ＳＣＣ-ＡＳによって送信された問い合わせ信号を受信
するように構成されている。
【００３４】
　呼び出し要求信号送信部２２は、問い合わせ信号受信部２１によって問い合わせ信号が
受信された場合、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ及びＥ-ＵＴＲＡＮの少なくとも一方において呼
び出し信号（ページング信号）を送信するように要求するための呼び出し要求信号を送信
するように構成されている。
【００３５】
　ここで、呼び出し要求信号送信部２２は、ＵＥの在圏情報として、ＭＳＣのみに位置登
録している状態であること示す情報が保持されている場合、ＵＴＲＡＮにおいてのみ呼び
出し信号を送信するように要求するための呼び出し要求信号を送信するように構成されて
いる。
【００３６】
　或いは、呼び出し要求信号送信部２２は、ＳＧＳＮ及びＭＭＥに対して、上述の呼び出
し要求信号を送信するように構成されている。かかる呼び出し要求信号は、Ｔ-ＡＤＳ機
能に係る呼び出し信号である旨を示していてもよい。



(8) JP 2012-114890 A 2012.6.14

10

20

30

40

50

【００３７】
　ここで、呼び出し要求信号送信部２２は、ＳＧＳＮの代わりに、ＭＳＣに対して、上述
の呼び出し要求信号を送信するように構成されていてもよい。
【００３８】
　かかる構成によれば、ＭＳＣが、「Ｉｎｖｉｔｅ（音声通信用着信信号）」に係る呼び
出しを行うように構成されているため、ＵＥは、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮに在圏する場合
、ＣＳ（Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ：回線交換）ベアラのみを設定すればよく
、ＳＧＳＮとの間で、ＰＳ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ：パケット交換）ベアラ
を設定する必要がない。
【００３９】
　その結果、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ側で、Ｅ-ＵＴＲＡＮにおいて設定されていたＰＳベ
アラを引き継ぐことができない場合、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ側における呼び出しを失敗
させないという効果を奏する。
【００４０】
　また、かかる構成は、既存の音声通信用着信信号に対する処理メカニズムと同様であり
、仕様変更が少ないという効果を奏することができる。
【００４１】
　また、本実施形態に係る移動通信システムにおいて、ＣＳＦＢ（Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｓｗ
ｉｔｃｈｉｎ　Ｆａｌｌｂａｃｋ）を行うことができる場合、呼び出し要求信号送信部２
２は、ＭＳＣのみに対して、上述の呼び出し要求信号を送信するように構成されていても
よい。かかる場合、ＭＳＣへの呼び出し要求信号は、Ｔ-ＡＤＳ機能に係る呼び出し信号
を示していてもよい。
【００４２】
　かかる構成によれば、ＣＳＦＢの仕様に従う、すなわち、ＵＥが、Ｅ-ＵＴＲＡＮに在
圏する場合には、呼び出し信号は、ＭＭＥへ転送され、Ｅ-ＵＴＲＡＮにおいて、呼び出
しが実施される。
【００４３】
　ただし、ＣＳＦＢ処理によりＵＥがＥ-ＵＴＲＡＮからＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮへ無線切
り替えしないようにするため、ＭＳＣからＭＭＥに転送される呼び出し信号が、Ｔ-ＡＤ
Ｓ機能に係る呼び出しであることを示す場合には、ＭＭＥが、その旨を示す呼び出し信号
をＵＥに対して送信することで、ＵＥは、ＣＳＦＢを実施せず、Ｅ-ＵＴＲＡＮに接続す
る。
【００４４】
　一方、ＵＥは、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮに在圏する場合、呼び出し信号は、ＭＳＣ或い
はＳＧＳＮを経由してＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮに転送され、ＵＥは、ＣＳベアラを設定す
る。
【００４５】
　また、ＩＳＲが有効となっている場合、ＭＳＣからＭＭＥに転送された信号は、さらに
、ＭＭＥからＳＧＳＮに転送され、ＭＭＥ及びＳＧＳＮのそれぞれが、Ｅ-ＵＴＲＡＮ及
びＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮに対して、呼び出し信号を送信する。
【００４６】
　この結果、かかる構成は、呼び出し要求信号の数を減らすと共に、既存のＣＳＦＢ手順
を活用することができるという効果を奏する。
【００４７】
　呼び出し結果通知信号受信部２３は、呼び出し要求信号送信部２２によって呼び出し要
求信号が送信された在圏装置（例えば、ＳＧＳＮやＭＳＣやＭＭＥ等）から、ＵＴＲＡＮ
/ＧＥＲＡＮ及びＥ-ＵＴＲＡＮにおける呼び出し結果を含む呼び出し結果通知信号を受信
するように構成されている。
【００４８】
　応答信号送信部２４は、呼び出し結果通知信号受信部２３によって呼び出し結果通知信
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号が受信された場合、ＳＣＣ-ＡＳに対して、上述のＵＥの在圏情報を含む応答信号を送
信するように構成されている応答信号送信部２４とを具備することを要旨とする。
【００４９】
　ここで、応答信号送信部２４は、ＵＥとの接続が成功した旨を示す呼び出し結果を含む
呼び出し結果通知信号を送信した在圏装置に基づいて、ＵＥの在圏ＲＡＴを決定し、かか
るＵＥの在圏ＲＡＴに係る情報を含む応答信号を生成して、ＳＣＣ-ＡＳに対して送信す
るように構成されている。
【００５０】
　また、応答信号送信部２４は、呼び出し要求信号送信部２２によって呼び出し要求信号
が送信された時点から所定期間が経過するまでに、ＵＥとの接続が成功した旨を示す呼び
出し結果通知信号を受信しなかった場合には、エラーであることを示す応答信号を生成し
て、ＳＣＣ-ＡＳに対して送信するように構成されていてもよい。
【００５１】
　以下、図１を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作につい
て説明する。
【００５２】
　図１に示すように、ＳＣＣ-ＡＳが、ステップＳ１００１において、Ｓ-ＣＳＣＦを介し
て、ＵＥ宛ての「Ｉｎｖｉｔｅ」を受信した場合、ステップ１００２において、ＨＳＳに
対して、ＵＥの在圏情報（例えば、在圏ＲＡＴや在圏ＭＭＥや在圏ＭＳＣや在圏ＳＧＳＮ
の情報等）について問い合わせるための問い合わせ信号を送信する。
【００５３】
　ステップＳ１００３において、ＨＳＳは、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ及びＥ-ＵＴＲＡＮの
少なくとも一方において呼び出し信号を送信するように要求するための呼び出し要求信号
を送信する。
【００５４】
　ここで、ＨＳＳは、ＳＧＳＮ及びＭＭＥに対して、上述の呼び出し要求信号を送信して
もよいし、ＭＳＣ及びＭＭＥに対して、上述の呼び出し要求信号を送信してもよいし、Ｍ
ＳＣに対してのみ、上述の呼び出し要求信号を送信してもよい。
【００５５】
　ステップＳ１００４において、上述の呼び出し要求信号を受信した在圏装置（ＳＧＳＮ
やＭＳＣやＭＭＥ等）は、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ及びＥ-ＵＴＲＡＮにおいて呼び出し信
号を送信する。
【００５６】
　なお、本実施形態に係る移動通信システムにおいて、ＣＳＦＢを行うことができる場合
で、かつ、ＭＳＣに対してのみ、上述の呼び出し要求信号が受信されている場合、ＭＳＣ
は、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ或いはＥ-ＵＴＲＡＮにおいて呼び出し信号を送信する。
【００５７】
　ここで、ＵＥは、呼び出し信号を受信すると、かかる呼び出し信号を受信したＲＡＴ（
例えば、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ或いは及びＥ-ＵＴＲＡＮ）との間で、コネクション（例
えば、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）コネクション等）を設
定し、接続状態に遷移する。
【００５８】
　ステップＳ１００５において、上述の呼び出し要求信号を受信した在圏装置は、ＨＳＳ
に対して、ＵＥとの接続が成功したか否かについて（すなわち、ＵＥとの間でコネクショ
ンが設定されて、ＵＥが接続状態に遷移したか否かについて）示す呼び出し結果通知信号
を送信する。
【００５９】
　ここで、上述の呼び出し要求信号を受信した在圏装置は、呼び出し信号を送信してから
所定期間が経過するまでに、ＵＥとの接続が成功しなかった場合には、ＨＳＳ対して、そ
の旨を示す呼び出し結果通知信号を送信してもよいし、呼び出し結果通知信号自身を送信
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しなくてもよい。
【００６０】
　ＨＳＳは、ＵＥとの接続が成功した旨を示す呼び出し結果通知信号を送信した在圏装置
（例えば、ＳＧＳＮやＭＳＣやＭＭＥ等）が収容しているＲＡＴ（例えば、（例えば、Ｕ
ＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ或いは及びＥ-ＵＴＲＡＮ）を、ＵＥの在圏ＲＡＴと判断し、ＳＣＣ
-ＡＳに対して、かかるＵＥの在圏ＲＡＴに係る情報を含むＵＥの在圏情報を含む応答信
号を送信する。
【００６１】
　なお、呼び出し結果通知信号には、ＵＥの在圏セルを特定するための情報（例えば、Ｃ
ｅｌｌ-ＩＤ等）が含まれていてもよい。かかる場合、ＨＳＳは、ＳＣＣ-ＡＳに対して、
かかるＵＥの在圏セルを特定するための情報を含む応答信号を送信してもよい。
【００６２】
　ＳＣＣ-ＡＳは、ステップＳ１００７において、ＵＥの在圏ＲＡＴに係る情報に基づい
て、着信方式を選択し、ステップＳ１００８において、Ｓ-ＣＳＣＦに対して、かかる着
信方式によって、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ或いはＥ-ＵＴＲＡＮにＵＥ宛ての「Ｉｎｖｉｔ
ｅ」を転送するように指示する。
【００６３】
　Ｓ-ＣＳＣＦは、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮに転送するように指示された場合、ステップＳ
１００９において、ＭＧＣＦ及びＭＳＣを介して、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮにおいて接続
状態にあるＵＥに対して、「ＩＡＭ」を送信する。
【００６４】
　一方、Ｓ-ＣＳＣＦは、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮに転送するように指示された場合、ステ
ップＳ２００９において、Ｐ-ＣＳＣＦ及びＳ/Ｐ-ＧＷを介して、Ｅ-ＵＴＲＡＮにおいて
接続状態にあるＵＥに対して、「Ｉｎｖｉｔｅ」を送信する。
【００６５】
　本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、ＵＥ宛ての「Ｉｎｖｉｔｅ
」の受信に応じて、呼び出し信号（ページング信号）を用いて、ＵＥを、ＵＴＲＡＮ/Ｇ
ＥＲＡＮ或いは及びＥ-ＵＴＲＡＮにおいて接続状態に遷移させた後、ＵＥが接続状態に
あるＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ或いは及びＥ-ＵＴＲＡＮに対して、かかるＵＥ宛ての「Ｉｎ
ｖｉｔｅ」を転送するように構成されているため、Ｔ-ＡＤＳ機能において、ＳＣＣ-ＡＳ
が、正しく着信ドメインを選択することができる。また、ＩＳＲが動作している場合であ
っても、同様に、ＳＣＣ-ＡＳは、正しく着信ドメインを選択することができる。
【００６６】
（変更例１）
　図１、図４及び図５を参照して、本変更例１に係る移動通信システムについて説明する
。以下、本変更例１に係る移動通信システムについて、上述の第1の実施形態に係る移動
通信システムとの相違点に着目して説明する。
【００６７】
　第１に、図４を参照して、本変更例１に係る移動通信システムにおけるＵＥの位置登録
処理について説明する。
【００６８】
　図４に示すように、ステップＳ１１０１において、ＵＥは、ＳＧＳＮ/ＭＳＣ/ＭＭＥ等
の在圏装置に対して、「Ａｔｔａｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」を送信する。
【００６９】
　在圏装置が、ＳＧＳＮ又はＭＭＥであり、かかる在圏装置とＨＳＳとの間で、Ｄｉａｍ
ｅｔｅｒプロトコルが用いられている場合、ステップＳ１１０２Ａにおいて、かかる在圏
装置は、ＨＳＳに対して、「Ｔ-ＡＤＳ改善方式対応情報」を含む「Ｕｐｄａｔｅ　Ｌｏ
ｃａｔｉｏｎ」を送信する。
【００７０】
　ここで、「Ｔ-ＡＤＳ改善方式対応情報」は、在圏装置が、上述の第１の実施形態に係
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る移動通信システムの動作（以下、Ｔ-ＡＤＳ改善方式）に対応しているか否かについて
示す情報である。
【００７１】
　例えば、「Ｔ-ＡＤＳ改善方式対応情報」は、「Ｆｅａｔｕｒｅ　Ｌｉｓｔ　ＡＶＰ」
の位置情報要素として設定されてもよい。かかる場合、「Ｔ-ＡＤＳ改善方式対応情報」
は、「Ｆｅａｔｕｒｅ　Ｌｉｓｔ　ＡＶＰ」に設定される既存のパラメータ「Ｔ-ＡＤＳ
　Ｄａｔａ　Ｒｅｔｒｉｅｖａｌ」と同様の方法にて設定されてもよい。
【００７２】
　また、在圏装置が、ＳＧＳＮ又はＭＭＥである場合、かかる在圏装置は、収容する無線
アクセスシステム（ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ/Ｅ-ＵＴＲＡＮ）において、ＶｏＩＰ（Ｖｏ
ｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ）通信を提供できないことを併せて、ＨＳＳに対して通知しても
よい。
【００７３】
　ステップＳ１１０３Ａにおいて、ＨＳＳは、かかる在圏装置の能力（例えば、Ｔ-ＡＤ
Ｓ改善方式に対応しているか否かについて示す情報や、ＶｏＩＰ通信を提供できるか否か
について示す情報等）を保持し、かかる在圏装置に対して、「Ｕｐｄａｔｅ　Ｌｏｃａｔ
ｉｏｎ　Ａｃｋ」を送信する。
【００７４】
　一方、在圏装置が、ＳＧＳＮ又はＭＳＣであり、かかる在圏装置とＨＳＳとの間で、Ｍ
ＡＰ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）プロトコルが用いられている
場合、ステップＳ１１０２Ｂにおいて、かかる在圏装置は、ＨＳＳに対して、「Ｕｐｄａ
ｔｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ」を送信する。
【００７５】
　ステップＳ１１０３Ｂにおいて、ＨＳＳは、かかる在圏装置に対して、「Ｉｎｓｅｒｔ
　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｄａｔａ」を送信し、ステップＳ１１０４において、かかる在
圏装置は、ＨＳＳに対して、上述の「Ｔ-ＡＤＳ改善方式対応情報」を含む「Ｉｎｓｅｒ
ｔ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｄａｔａ　Ａｃｋ」を送信する。
【００７６】
　ステップＳ１１０５において、ＨＳＳは、かかる在圏装置に対して、「Ｕｐｄａｔｅ　
Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ａｃｋ」を送信する。
【００７７】
　ステップＳ１１０６において、かかる在圏装置は、ＵＥに対して、「Ａｔｔａｃｈ　Ａ
ｃｃｅｐｔ」を送信する。
【００７８】
　なお、ＴＡＵ（Ｔｒａｃｋｉｎｇ　Ａｒｅａ　Ｕｐｄａｔｅ）処理やＲＡＵ（Ｒｏｕｔ
ｉｎｇ　Ａｒｅａ　Ｕｐｄａｔｅ）処理等の登録エリア更新処理の際にも、図４の動作と
同様の動作が行われてもよい。
【００７９】
　また、本変形例１において、図４の処理は実施されなくてもよい。
【００８０】
　第２に、図１を参照して、本変更例１に係る移動通信システムにおける着信時の動作に
ついて、上述の第１の実施形態に係る移動通信システムにおける着信時の動作との相違点
に着目して説明する。
【００８１】
　ＨＳＳは、ステップＳ１００２において、ＳＣＣ-ＡＳから、上述の問い合わせ信号を
受信すると、Ｔ-ＡＤＳ改善方式を適用するか、或いは、従来のＴ-ＡＤＳ方式を適用する
かについて判断してもよい。
【００８２】
　ここで、ＨＳＳは、上述の「Ｔ-ＡＤＳ改善方式対応情報」や、ＵＥのローミング状態
や、ＵＥの在圏ネットワークにおけるＶｏＩＰ通信の適用の有無や、ＩＳＲ（Ｉｄｌｅ-
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ｍｏｄｅ　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ）の利用の有無や、Ｃｏｍｂｉｎｅ
位置登録の有無や、加入者プロファイルや、ローミング協定の内容や、オペレータポリシ
ー等を考慮して、かかる判断を行ってもよい。
【００８３】
　ステップＳ１００３において、ＨＳＳは、ＭＳＣに対して、例えば、「ＭＡＰ-ＰＲＯ
ＶＩＤＥ-ＳＵＢＳＣＲＩＢＥＲ-ＩＮＦＯ　Ｓｅｒｖｉｃｅ」の手順によって、上述の呼
び出し要求信号を通知してもよい。
【００８４】
　ここで、ＨＳＳは、「ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｔ-ＡＤＳ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」を設定して、
明示的に、Ｔ-ＡＤＳ改善方式の適用の有無について通知してもよい。
【００８５】
　或いは、ＨＳＳは、従来の「Ｔ-ＡＤＳ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」を設定し、ＭＳＣが、かか
る「Ｔ-ＡＤＳ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」に基づいて、Ｔ-ＡＤＳ改善方式を適用するか否かにつ
いて判断してもよい。
【００８６】
　また、ステップＳ１００３において、ＨＳＳは、ＭＭＥに対して、「Ｉｎｓｅｒｔ　Ｓ
ｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｄａｔａ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」によって、上述の呼び出し要求信号を
通知してもよい。
【００８７】
　ここで、ＨＳＳは、「ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｔ-ＡＤＳ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」を設定して、
明示的に、Ｔ-ＡＤＳ改善方式の適用の有無について通知してもよい。
【００８８】
　或いは、ＨＳＳは、従来の「Ｔ-ＡＤＳ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」を設定し、ＭＭＥが、かか
る「Ｔ-ＡＤＳ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」に基づいて、Ｔ-ＡＤＳ改善方式を適用するか否かにつ
いて判断してもよい。
【００８９】
　なお、ＳＧＳＮ配下で、ＶｏＩＰが適用されていない場合、ＨＳＳは、ＳＧＳＮに対し
て、かかる呼び出し要求信号を通知しなくてもよい。
【００９０】
　また、ＨＳＳは、ＳＧＳＮに対して、かかる呼び出し要求信号を通知し、ＳＧＳＮが、
「ＣＳ　Ｐａｇｉｎｇ」を実施してもよい。かかる場合、ＵＥは、ＣＳ　Ｐａｇｉｎｇ信
号を受信すると、ＭＳＣへ接続を実施する。
【００９１】
　ここで、ステップＳ１００３において、ＭＳＣが、上述の呼び出し要求信号（或いは、
在圏情報通知要求信号）を受信しており、ＨＳＳが、ＳＧＳＮに対して、ＣＳ　Ｐａｇｉ
ｎｇを実施するように要求したことを示す情報が設定されている場合、ＭＳＣは、ステッ
プＳ１００４において、Ｐａｇｉｎｇを実施せず、所定時間、ＵＥからの接続を待っても
よい。ここで、ＭＳＣは、所定時間内に、ＵＥからの接続がなかった場合、ステップＳ１
００５において、ＨＳＳに対して、ＵＥが接続しなかったことを通知する。
【００９２】
　ステップＳ１００４において、ＭＳＣは、ＭＭＥとの間で、ＳＧｓ-Ａｓｓｏｓｃｉａ
ｔｉｏｎが設定されている場合には、配下のＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮに対して、上述の呼
び出し信号（Ｐａｇｉｎｇ信号）を送信し、ＭＭＥに対して、上述の呼び出し信号を送信
するように指示しない。
【００９３】
　一方、ステップＳ１００４において、ＭＳＣは、ＳＧＳＮとの間で、Ｇｓ-Ａｓｓｏｓ
ｃｉａｔｉｏｎが設定されている場合には、ＳＧＳＮに対して、上述の呼び出し信号を送
信するように指示する。かかる信号は、回線交換からの呼び出しであることを明示しても
よい。
【００９４】
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　また、ステップＳ１００４において、ＭＭＥは、ＵＥの在圏エリアにおいて、ＶｏＩＰ
通信が提供されている場合のみ、上述の呼び出し信号を送信する。
【００９５】
　なお、ＭＭＥは、ＵＥのコンテキスト（Ｃｏｎｔｅｘｔ）が既に有効でないことを知っ
ている場合、上述の呼び出し信号を送信しなくてもよい。かかる場合、ＭＭＥは、ステッ
プＳ１００５において、ＨＳＳに対して、上述の呼び出し結果通知信号によって、その旨
を通知する。
【００９６】
　ステップＳ１００５において、在圏装置は、上述の呼び出し結果通知信号によって、Ｔ
-ＡＤＳ改善方式の適用の有無や、呼び出し信号の送信結果（ＵＥの接続有無等を含んで
もよい）や、ＵＥの状態や、ＵＥの接続先セルのセルＩＤ等の位置情報や、呼び出し信号
を送信したＲＡＴ種別等を通知してもよい。
【００９７】
　第３に、図５を参照して、本変更例１に係るＨＳＳの動作について説明する。
【００９８】
　図５に示すように、ＨＳＳは、ステップＳ１０１において、在圏装置からの呼び出し結
果通知信号の受信を待っている状態で、ステップＳ１０２において、在圏装置から呼び出
し結果通知信号を受信すると、ステップＳ１０３において、かかる呼び出し結果通知信号
に基づいて、かかる在圏装置による呼び出し（Ｐａｇｉｎｇ）が成功したか否か（すなわ
ち、ＵＥが在圏装置に接続したか否か）について判定する。
【００９９】
　ステップＳ１０３において、「Ｙｅｓ」であると判定された場合、ステップＳ１０４に
おいて、ＨＳＳは、ＳＣＣ-ＡＳに対して、ＵＥの在圏情報を含む応答信号を送信する（
図１のステップＳ１００６参照）。
【０１００】
　ここで、ＨＳＳは、ＳＣＣ-ＡＳに対して、かかる応答信号において、上述の呼び出し
結果通知信号を設定してもよいし、自身で判断したＵＥの在圏情報を設定してもよい。
【０１０１】
　なお、かかる応答信号に対して、上述の呼び出し結果通知信号が設定された場合には、
ＳＣＣ-ＡＳが、ＵＥの在圏情報を判断してもよい。
【０１０２】
　また、ＨＳＳは、例えば、かかる応答信号に対して、ＵＥの接続先セルのセルＩＤや最
終アクセス時刻等を設定してもよい。
【０１０３】
　ステップＳ１０３において、「Ｎｏ」であると判定された場合、或いは、かかる在圏装
置による呼び出し（Ｐａｇｉｎｇ）が成功したか否か（すなわち、ＵＥが在圏装置に接続
したか否か）が不明である場合、ステップＳ１０５において、ＨＳＳは、全ての在圏装置
からの呼び出し結果通知信号を受信したか否かについて判定する。
【０１０４】
　ステップＳ１０５において、「Ｙｅｓ」であると判定された場合、ＳＣＣ-ＡＳに対し
て、従来のＴ-ＡＤＳ方式に基づく応答信号を送信する。
【０１０５】
　ステップＳ１０５において、「Ｎｏ」であると判定された場合、本動作は、ステップＳ
１０１に戻る。
【０１０６】
　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【０１０７】
　本実施形態の第１の特徴は、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ（第１通信方式の無線アクセスネ
ットワーク）及びＥ-ＵＴＲＡＮ（第２通信方式の無線アクセスネットワーク）を具備す
る移動通信システムにおける移動通信方法であって、ＳＣＣ-ＡＳ（所定サーバ）が、Ｕ
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Ｅ（移動局）宛ての「Ｉｎｖｉｔｅ（音声通信用着信信号）」を受信した場合に、ＨＳＳ
（加入者管理サーバ）に対して、ＵＥの在圏情報を問い合わせるための問い合わせ信号を
送信する工程Ａと、ＨＳＳが、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ及びＥ-ＵＴＲＡＮの少なくとも一
方において呼び出し信号を送信するように要求するための呼び出し要求信号を送信する工
程Ｂと、ＨＳＳが、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ及びＥ-ＵＴＲＡＮにおける呼び出し結果を含
む呼び出し結果通知信号に応じて、ＵＥが在圏する無線アクセスネットワークを判定する
工程Ｃと、ＨＳＳが、ＳＣＣ-ＡＳに対して、ＵＥが在圏する無線アクセスネットワーク
に係る情報を含むＵＥの在圏情報を送信する工程Ｄと、ＳＣＣ-ＡＳが、ＵＥの在圏情報
に基づいて選択した着信方式によって、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ或いはＥ-ＵＴＲＡＮに対
して、ＵＥ宛ての「Ｉｎｖｉｔｅ」を転送する工程Ｅとを有することを要旨とする。
【０１０８】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ｂにおいて、ＨＳＳは、ＳＧＳＮ（第１通信方
式のパケット交換機）及びＭＭＥ（第２通信方式の移動管理ノード）に対して、上述の呼
び出し要求信号を送信してもよい。
【０１０９】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ｂにおいて、ＨＳＳは、ＭＳＣ（第１通信方式
の回線交換機）及びＭＭＥに対して、上述の呼び出し要求信号を送信してもよい。
【０１１０】
　本実施形態の第１の特徴において、上述の移動通信システムでは、ＣＳＦＢを行うこと
ができ（第２通信方式の無線アクセスネットワークにおいて待ち受けを行っている移動局
が、第１通信方式の無線アクセスネットワークにおける回線交換サービスを利用して音声
通信を開始することができ）、工程Ｂにおいて、ＨＳＳは、ＭＳＣのみに対して、上述の
呼び出し要求信号を送信してもよい。
【０１１１】
　本実施形態の第１の特徴において、ＭＳＣが、ＭＭＥに対して、Ｔ-ＡＤＳ機能に係る
呼び出しであることを示す情報（所定着信であることを示す情報）を示す呼び出し要求信
号を送信する工程と、ＭＭＥが、Ｔ-ＡＤＳ機能に係る呼び出しであることを示す情報を
含む呼び出し信号を送信する工程と、ＵＥが、呼び出し信号にＴ-ＡＤＳ機能に係る呼び
出しであることを示す情報が含まれている場合、ＣＳＦＢを行わない工程とを有してもよ
い。
【０１１２】
　本実施形態の第１の特徴において、呼び出し結果通知信号は、ＵＥの在圏セルを定する
ための情報（Ｃｅｌｌ-ＩＤ）を含んでいてもよい。
【０１１３】
　本実施形態の第２の特徴は、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ及びＥ-ＵＴＲＡＮを具備する移動
通信システムで用いられるＨＳＳであって、ＳＣＣ-ＡＳ（所定サーバ）から受信した問
い合わせ信号に応じて、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ及びＥ-ＵＴＲＡＮの少なくとも一方にお
いて呼び出し信号を送信するように要求するための呼び出し要求信号を送信するように構
成されている呼び出し要求信号送信部２２と、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ及びＥ-ＵＴＲＡＮ
における呼び出し結果を含む呼び出し結果通知信号に応じて、ＳＣＣ-ＡＳに対して、Ｕ
Ｅが在圏する無線アクセスネットワークに係る情報を含むＵＥの在圏情報を送信するよう
に構成されている応答信号送信部２４とを具備することを要旨とする。
【０１１４】
　本実施形態の第２の特徴において、呼び出し要求信号送信部２２は、ＳＧＳＮ及びＭＭ
Ｅに対して、上述の呼び出し要求信号を送信するように構成されていてもよい。
【０１１５】
　本実施形態の第２の特徴において、呼び出し要求信号送信部２２は、ＭＳＣ及びＭＭＥ
に対して、上述の呼び出し要求信号を送信するように構成されていてもよい。
【０１１６】
　本実施形態の第２の特徴において、上述の移動通信システムでは、ＣＳＦＢを行うこと
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ができ、呼び出し要求信号送信部２２は、ＭＳＣのみに対して、上述の呼び出し要求信号
を送信するように構成されていてもよい。
【０１１７】
　本実施形態の第２の特徴において、呼び出し結果通知信号は、ＵＥの在圏セルを特定す
るための情報（Ｃｅｌｌ-ＩＤ）を含んでいてもよい。
【０１１８】
　本実施形態の第３の特徴は、ＵＴＲＡＮ/ＧＥＲＡＮ及びＥ-ＵＴＲＡＮを具備する移動
通信システムで用いられるＳＣＣ-ＡＳであって、ＵＥ宛ての「Ｉｎｖｉｔｅ」を受信し
た場合に、ＨＳＳに対して、ＵＥの在圏情報を問い合わせるための問い合わせ信号を送信
するように構成されている問い合わせ信号送信部１２と、ＨＳＳから、ＵＥが在圏する無
線アクセスネットワークに係る情報を含むＵＥの在圏情報を受信するように構成されてい
る応答信号受信部１３と、ＵＥの在圏情報に基づいて選択した着信方式によって、ＵＴＲ
ＡＮ/ＧＥＲＡＮ或いはＥ-ＵＴＲＡＮに対して、ＵＥ宛ての「Ｉｎｖｉｔｅ」を転送する
ように構成されているＩｎｖｉｔｅ送信部１５とを具備することを要旨とする。
【０１１９】
　なお、上述のＵＥやＲＮＣ/ＢＳＳやｅＮＢやＳＧＳＮやＭＳＣやＭＭＥやＳ/Ｐ-ＧＷ
やＨＳＳやＭＧＣＦやＰ-ＣＳＣＦやＳ-ＣＳＣＦやＳＣＣ-ＡＳ等の動作は、ハードウェ
アによって実施されてもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール
によって実施されてもよいし、両者の組み合わせによって実施されてもよい。
【０１２０】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【０１２１】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、ＵＥやＲＮＣ/ＢＳＳやｅＮＢやＳＧＳＮやＭＳＣやＭＭＥやＳ/Ｐ-ＧＷ
やＨＳＳやＭＧＣＦやＰ-ＣＳＣＦやＳ-ＣＳＣＦやＳＣＣ-ＡＳ等内に設けられていても
よい。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントとしてＵ
ＥやＲＮＣ/ＢＳＳやｅＮＢやＳＧＳＮやＭＳＣやＭＭＥやＳ/Ｐ-ＧＷやＨＳＳやＭＧＣ
ＦやＰ-ＣＳＣＦやＳ-ＣＳＣＦやＳＣＣ-ＡＳ等内に設けられていてもよい。
【０１２２】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【０１２３】
ＳＣＣ-ＡＳ…アプリケーションサーバ
１１…Ｉｎｖｉｔｅ受信部
１２…問い合わせ信号送信部
１３…応答信号受信部
１４…選択部
１５…Ｉｎｖｉｔｅ送信部
ＨＳＳ…加入者管理サーバ
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２１…問い合わせ信号受信部
２２…呼び出し要求信号送信部
２３…呼び出し結果通知信号受信部
２４…応答信号送信部

【図１】 【図２】
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